
令和元年(2019年度) 事業報告書 

 

 

              

運営主体：社会福祉法人大阪府社会福祉事業団 

              施設名：豊中市立養護老人ホーム永寿園とよなか 

 

 

 

１．事業の執行概要 

令和元年度は、未来を見据えた養護老人ホームの運営を目指して、その取組

みを進めました。まずは、豊中市の指定管理事業者として、出来る限りあらゆ

るケースに対応できるよう、緊急短期入所の受入れに最大限努め、令和元年度

においては約４０名の受入れを行い、受入率は８９％となりました。併せて、

豊中市のみにとどまらず、近隣の他市町からの受入れも増やすことで、各市町

村との関係性強化を図り、近隣地域から必要とされる施設整備に繋げることが

できました。 

入所者の自立支援の推進として、ご入所者で運営・販売を行っていただくパ

ン販売を、施設内販売から始め、今年度は地域交流室で実施することで、地域

の方が自由に出入りし、購入できるよう、地域への販売に繋げました。併せて、

購入したパンをその場でも食べられるよう飲み物の種類も増やし、居心地の良

い空間づくりにも取り組みました。また、施設周辺の清掃活動及び小学生の下

校時の見守り活動をご入所者と一緒に行うことで、地域への貢献と入所者の社

会参加の機会を設け、自立した生活支援へと繋げました。 

その他にも劇団員としての公演や、行事時の飲み物販売などの活動を行い、

その報酬は飲み物のチケットで還元しました。それらの活動を通して役割を担

うことで、日々の生活にやりがいと活力を見出し、活き活きと生活が出来るよ

う支援しました。次年度はご入所者がより一層地域・社会との関りを深めるこ

とができるよう、取組み強化に繋げます。 

 

 

２．令和元年度ステップアップ事業 

（１）入所者が残存機能を活かせる福祉機器の導入 

入所者が持つ力を最大限活かし、安全安楽かつ自立支援に繋がる福祉機器と

は何か、福祉機器展等への参加を通して検討を重ね、その活用に向けた機器の

試行に取り組みました。特に、特別養護老人ホームでは、リフトを利用してい



る方が、少しでも立位保持や足の踏ん張る力を活かしてもらえるよう、マッス

ルスーツの試行や研修会を通して、導入可能な機種を選定し、その実用に向け

た準備を進め、次年度の導入としました。 

 

 

３．施設の管理 

（１）建物設備等の管理 

経年劣化による備品の修理や購入など設備面における不具合も生じており、

定期的な点検と故障になる前のこまめな修理行うなどの対応に努めました。 

 

（２）災害時における備え 

平成 30年度に発生した大阪北部地震を教訓に地域の方々が被災し避難して

こられることを想定したうえでの、大規模災害に備え、災害時に使用できるラ

ンタン及び懐中電灯、乾電池等、災害備品について順次整備することができま

した。 

 

（３）職員の労務管理について 

 労働基準法の改定により年次有給休暇の取得が義務付けられたことを機に、

職員が計画的に休暇の取得ができるよう取り組みました。 

また、すべての職員との定期面談を通して、産業医と連携を密に行い、アド

バイスを頂きながら、健康問題への解決に向けて計画的な関りを行うことで、

適切な労務管理に努めました。 

  養護老人ホームの夜勤業務体制については、昨年度までの１名体制を２名

体制での勤務とし、入所者が夜間も安心して過ごしていただけることはもと

より、夜勤担当職員の肉体的・精神的負担の軽減を図れるよう体制を整え、

実践することができました。 

 

 

４．地域公益事業への取り組み 

『地域を支える』を根幹に認知症の方及びその家族を支える取り組みにつ

いて検討し、認知症の方及びその家族を支える為、“人が集える場づくり”

を目指して、継続的な認知症カフェの運営を実施しました。永寿園とよなか

では、奇数月に認知症サポーター養成講座を開催し、多くのサポーターを輩

出してきました。その養成講座を修了したサポーターの方々がタイムリーに

やりがいを感じ、実践できる場として、認知症カフェの運営に取組んでいた

だきました。 



今年度はそのサポーターの方々と協力し、サポーター組織の自立運営を 

目指しましたが、サポーターが主体となり活動する事は難しい場面も多く、

また、認知症カフェについても地域からの参加者が少ないなど、地域住民が

集える場所になりにくく、残念ながら大きな成果を出すことはできませんで

した。しかし、新たな課題が出たことで、さらなる検討を深め、次年度の活

動に繋げることができました。 

認知症カフェの運営のみでなく、東泉丘校区福祉委員を中心に、地域交流

スペースにて喫茶を運営して頂くことで、入所者や参加された地域住民との

交流の機会を設けることができました。 

また、校区福祉委員会が定期的に主催されている「子育てサロン」におい

ては、施設の管理栄養士による、栄養に関する講義や手軽なおやつ作り、市

販乳幼児食品の活用方法など、併せて、保育職員による、読み聞かせや手遊

びなど、参加される方々のご要望に沿った講座を開かせていただくことがで

きました。 

その他、地域交流スペースの貸し出しや恒例行事として実施している、屋

上を開放しての伊丹花火大会の鑑賞会、夜店祭り、ビアガーデンなども継続

的に行い、永寿園とよなかの周知に努めることができました。 

 

 

 

 

 




